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 梅雨入り宣言後も、初夏を思わせる様な天候

が続き水不足を心配してしまいます。昨日は関

西地方では夏日であったようですね。 

 

名称変更のお知らせ 

ところで、七月一日をもって伊藤外科の名称

を伊藤外科内科医院に変更致します。 

伊藤外科は昭和34年に先代の院長伊藤彬男

が消化器外科と救急医療を行うために開設後

50 数年が経ちました。当時の伊藤外科は方南

通りに面し、淀橋幼稚園児の私は２階の窓から

救急車の出入りを夜な夜な見ていた事を思い

出します。 

地元の皆さんと歴代のスタッフに支えられ

ながら、平成 10 年に私が母校の慈恵医大消化

器外科を辞して伊藤外科に帰るまで、父は手術

を続けていました。しかし、外科医療の安全性

を維持するために必要な最新機材を適時設置

する経済的負担は重く、また私自身の外科医と

しての達成感もあり手術室を閉鎖し無床医院

となりました。 

その後、訪問看護ステーションを設立するた

めに医療法人化し、法人名を父「彬男」と私の

「顕彦」の一字ずつ取り顕彬会（けんひんかい）

とし、今日に至っております。 

 

 

 

 

現在では伊藤外科に来院される患者さんの

半数は内科的慢性疾患の方ですので、当院の現

状に即した医院名の変更の必要性を感じ、伊藤

外科内科医院とすることとしました。 

淀橋、十二社などの地域の名称が無くなり、

伊藤外科のお馴染みさんである地域で暮らす

住民の方は再開発で転居されたり、特にご高齢

の方は亡くなったりし少なくなりました。また、

初診の患者さんは地元の方以外も増えていま

す。時代や世の中の変化が激しくとも、今後も

正確で安全な医療を行って行きたいと思いま

すので皆様よろしくお願いいたします。 

 

さて、６月より当院では新宿区と中野区の住

民健診が始まりました。渋谷区民の方の健診は

今年も新宿区の医療機関では行えずご迷惑を

おかけします。 

ところで、今年から新宿区では 16 歳から

39 歳までの区民のうち勤務先で健診を行って

いない方を対象に無料健診を各医療機関で行

っています。以前は、私はこの年代層は健診で

見つかるような慢性疾患と無縁の方々と思っ

ていました。しかし、現状は食生活が荒れ、特

に夕食の時間が深夜になるような就業環境の

方が多く体調を壊したり、いわゆるメタボの方

も増えております。一度健康診断を受けてみる

機会を作ってみてはいかがでしょうか。 

 

冒頭に書きましたように、今年の梅雨時期の

前半は素晴らしい天候で、新緑の季節を満喫し

ました。これからは本格的なジメジメした梅雨

の季節となる事と思います。感染症の時期にも

なりますので健康に留意しお過ごしください。 

院長   

伊藤外科 HP http://www11.ocn.ne.jp/~itoh-hp 

(バックナンバーは HP にて公開中です)
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